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概要 
エポキシ樹脂は、高い架橋密度により、機械的特性、

接着性、耐熱性に優れるが、脆弱であるため、実用化

には強靭化が必須である。本研究では、ポリウレタン

(PU)の豊富な原材料に起因する多種多様なPUの化学構

造に着目し、各種PUのブレンドや反応により、PU/エ

ポキシ硬化物の接着性や強靭性を大幅に向上できる

ことを認めている。 
地球環境負荷低減のために、自動車の軽量化が盛ん

に取り組まれている。その主な手法として、ボデーの

主な構成材である鉄をアルミや樹脂に置換すること

であるが、異種材料間の接着は、それぞれの線膨張係

数が異なるため、接着部分に応力が集中して、はがれ

るリスクがある。そのため、エポキシ接着剤の強靭化

や高伸長化が、今まで以上に重要視されている。また、

軽量材料CFRPのマトリックスであるエポキシ樹脂の

更なる強靭化により高耐久化が可能になるため、本技

術はますます重要なると予想される。 
 

セールスポイント 
１．幅広いPU化学構造により、柔軟なものから硬いものまで、自在に作製可能。 
２．イソシアナート基は高い反応性を有するため、比較的容易(安価)に合成可能。 
企業等での活用例、今後の展望等 
１．エポキシマトリックスCFRPを強靭なエポキシ接着剤で接着することにより、極めて

軽量な自動車のボデーを作製可能である。 
２．複数液混合タイプ接着剤であれば、その混合比率により、弾性率や伸びを連続的に

変化させることができるため、被着体に最適な接着構造を構築可能である。 
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